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The foundation of“KIBI HOIKUKAI”association were activitity
－ Focused on The founder of KUNITOMI Tomojiro and ORII Yarue’s activities －
Takuya TANAKA
Abstract
This Paper is aim to clearfy the establishment and activity of“KIBI HOIKUKAI”association and
focused on the founder KUNITOMI Tomojiro and ORII Yarue’s infant education activities.“KIBI
HOIKUKAI”association belong to“SANSIHI（KYOTO，OSAKA，KOBE）RENGOU HOIKUKAI”
about ten years later. The association was studied hard of Infant education activities and so on. The
founder of KUNITOMI made a great contribution to the Infant Education in OKAYAMA. ORII had an
experienced on the director of Many Nursury Schools in OKAYAMA City and supported KUNITOMI
for many years.
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幹事 赤坂豊太 大林孫治 妻井一郎 中村
信康 森作太 英賀春子 岩田艶子
岡政子 折井彌留枝 佐々てつ 高原
寅子 馬場千代乃 古田重子
評議員 犬飼柏太郎 片山真五郎 土光午次
郎 長江真一 中尾韻俊 児子喜六
西川富佐太 原野完爾 馬場保太
藤原小喜久 御牧義太郎 山田音次
郎
国富が引き続き、保育会会長に選任され就任してい
る。幹事職には、折井・岡の顔ぶれもみえる。吉備
保育会の体制がしっかりとした土台のもとに築かれ
ていたことがわかる。
２．「会則」の制定
1927（昭和２）年３月に、「吉備保育会会則」が
制定した。以下に資料を見てみたい。会長国富を中
心に、吉備保育会を盤石の基盤のもと、保育に関す
る研究・審議をこなしていくことになった19）。
吉備保育会会則（昭和二年三月修正）
第一条 本会ハ保育関係者並ニ有志者ヲ以テ
組織シ幼児教育ノ発達ヲ図ルヲ以テ
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第二条 本会ヲ名ケテ吉備保育会ト称ス
第三条 本会事務所ハ岡山市東田町深柢幼稚
園内ニ置ク
第四条 総会ハ毎年五月、十一月ヲ以テ開会
ス但シ特ニ臨時会ヲ開クコトアルベ
シ
第五条 本会ノ事業ハ大要左ノ如シ
一、保育ニ関スル講演、講習及ビ研
究ヲナスコト
二、其ノ他保育上必要ト認メル事項
第六条 会員ヲ分ツテ名誉会員、通常会員ノ
二種トシ名誉会員ハ本会ヨリ推薦シ
タルモノ、通常会員ハ本会ノ趣旨ニ
同意シタルモノトス（中略）
第十条 役員ノ任期ハ三カ年トス
第十一条 学識名望アリテ本会ニ裨益アリト
認ムル人ハ顧問トシテ推薦ス（以
下略）
吉備保育会
３．国富における幼児教育への提言
「会則」制定後の吉備保育会はますます保育研究・
実践活動がますます精力的となった。創設者の国富
も、研究課題を取り上げた発表している。以下に示
した史料は「幼児保育上特に留意すべき国民道徳の
徳目如何」なる発表資料である。なお、資料中の句
点については、執筆者の意図により付したものであ
る20）。
研究題「１．幼児保育上特に留意すべき国民道
徳の徳目如何」
説明者 岡山 国富氏
抑幼児保育は幼児を自然の空気の中に入れてな
るべく拘束を加へないで教育して行くべき事は
申迄も無い事である。然るに此幼児教育に於て
国民道徳の徳目を定めると云ふ事は恰も小学校
に於ける訓練と同様幼稚園に於ても或は徳目を
彼の幼弱な幼児の頭につぎ込むで保育しなけれ
ばならぬといふ意味にとれるが左様な意味では
無い。今朝来の皆様のお話の通り我が保育事業
は我が国教育界から織子扱ひにされて居る。文
部省をはじめ一般社会がまだ此の事に頭を向け
て居らないのである。然しながら苟も三才から
六才に至る幼児期は心身発育上最も大切な時期
である。此の時機に我々保育者は如何なる方針
の下に保育すべきか。小学校令に幼稚園規則が
附加せられて既に数十年。（中略）宜しく根本
教育たる幼児期の保育に努力を以て教育の効果
をよりよく収めねばならぬ。彼の天真爛漫にし
て個性の発表の自由なる時に於て公徳に欠けた
る行為があらば保姆これを等閑視せず矯正して
習慣にまで至らしめ正義の念に欠ける者有つて
他の利益を顧みない者があるならば自由遊びの
間を利用して、これが矯正に務むるのも一法で
はあるまいか。何卒我が国民道徳に関し既に出
来上がつたる御意見に御調査等あらば御発表あ
りたい。而して凡ての保姆諸君が規則的でなく
頭の中にたたき込むでその頭を持つて常に幼児
保育に当つて欲しいと思ふ
国富は、資料中の下線部が示す「幼児期の教育」
こそが「根本教育」であるため、「教育の効果をよ
りよく収めなければならない」とし、最重要課題と
して提案している。また「保姆」の役割についても
下線部にあるように「公徳に欠けたる者行為あ」っ
た際には、「等閑視せず矯正して習慣にまで至らし
め」るようにしなければならないと説いている。ま
た「自由遊びの間を利用して、これが矯正の一法で
はあるまいか」とまで言及し、力説していたである。
すなわち幼児保育の成功不成功は保姆の一任にか
かっていた。現在までに至り、一貫として行われて
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きた岡山の保姆養成の一端を伺うようなものではな
いだろうか。この後、国富は1931（昭和６）年に、
「中国・四国・九州保育連盟」を結成し、西日本を
中心とした幼児教育の発展にも尽力した。また先述
の岡山市長のほか、岡山県教育会副会長、岡山県盲
唖学校校長、岡山県議会議員、岡山県教育会会長な
どを数々歴任した。
Ⅳ.おわりに
国富が会長職を退いたのち、会長に就実学園理事
長の大賀矢太郎が就任した。しかし戦時体制の影響
を受け、統制がかけられた同会は、1942（昭和17）
年に「帝国教育会」傘下の「岡山県教育会」に吸収
され消滅した。戦後になり1948（昭和23）年２月に、
倉敷御国幼稚園の園長松井円戒らの尽力により、同
会は復活の計画がなされたものの、幼稚園の加盟団
体数の激減、保育連合会の新設などのあおりをうけ、
同会は保育連合会と合併、「岡山県保育会」となり
再び名前が消えることになった。設立当初は脆弱な
団体であったが、岡山市民および民間の協力者の後
押しもあり、幼稚園が廃止されることなく維持され
た。この幼稚園の存続問題はやがて岡山の幼児教育
の普及・保姆養成の問題を刺激することになり、吉
備保育会を設立する運びとなった。
国富は、吉備保育会において運営のみならず講演
活動などを積極的に行い、岡山における幼児教育の
普及に全力を注いだ。同会を組織するメンバーには、
幼稚園保姆経験者・教育活動家・その他有識者らが
多数存在した。そのなかに経験豊富な保姆折井の功
績を知り、同会に招聘した。折井は岡山市内の公立
幼稚園園長・同小学校校長・幼稚園専任園長を数々
歴任した。そのかたわらで30有余年もの歳月をかけ、
同会における保育実践指導のみならず保育に関する
先進的な研究発表、幾多の講演活動、他県の幼稚園
視察等に至るまで、東奔西走のごとく懸命に取り組
んだ。そこから国富・折井もともに岡山の幼児教育
の発展は保姆養成の如何に関わることを指摘してい
る。
創設者国富とそれを支えた保育者折井のたゆまぬ
努力の末、同会の参会者数も百名を超えるほどの安
定した保育団体にまで成長を遂げた。保育会主催の
講演会では、日本の保育界を代表する倉橋惣三等の
著名人を同会に招聘することにも力を注いだ。かく
して国富・折井らの積極的な取り組みこそが吉備保
育会を根底から支えるものとなった。
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